






1 日 9:00～17:00 第20回中高交流会 橿原・第二(9-17) 中体連・高体連 7～9 〔東北〕臨時中央審査会 米沢市(山形県)

7 土 9:00～17:00 国体強化練習 橿原・遠(9-17) 強化部 13～16 国民体育大会弓道競技 出水市(鹿児島県)

8 日 9:00～17:00 県連講習会③ 橿原 指導部 22 第47回近畿地域弓道大会 彦根市(滋賀県)

28 土 9:00～21:00 全国・近畿選抜県女子個人予選 橿原・第二(9-21)　 高体連 21～22 〔中国〕臨時中央審査会 米子市(鳥取県)

29 日 9:00～17:00 第2回中央審査講習会(中央審査受審希望者） 奈良 指導部 28～31 第35回全国健康福祉祭えひめ大会 松山市(愛媛県)

29 日 9:00～21:00 全国・近畿選抜県男子個人予選 橿原・第二(9-21)　 高体連 30～1 外国講習会(国際弓道連盟主催) 中央道場

3 金 9:00～21:00 県近的選手権大会　　 橿原 生駒 3 明治神宮奉納全国弓道大会 中央道場

3 金 18:00～21:00 拡大部長連絡会 公苑本館１F会議室 事務局 4 〔関東〕臨時中央審査会 中央道場

4 土 9:00～17:00 中学校秋期強化練習会① 橿原 中体連 5～7 〔東京〕定期中央審査 中央道場

5 日 9:00～21:00 全国・近畿選抜県団体個人決勝 橿原・第二(9-21)　 高体連 18～19 近畿地域幹部指導者交流会 彦根市(滋賀県)

11 土 9:00～17:00 中学校秋期強化練習会② 橿原 中体連 25～26 全日本弓道遠的選手権大会

12 日 9:00～17:00 第49回奈良県中学校新人大会 橿原 中体連 25～26 第31回近畿高校弓道選抜大会 大阪城(大阪府）

12 日 9:00～17:00 県連講習会④ 奈良 指導部 27～28 〔九州〕臨時中央審査会 大分市(大分県)

26 日 9:00～17:00 県大学選手権大会 橿原 大学連

26 日 18:00～21:00 理事会　 公苑本館会議室A 事務局

2 土 13:00～17:00 中学冬期強化練習会① 橿原 指導部・中体連 1～3 〔近畿〕臨時中央審査 彦根市(滋賀県)

3 日 9:00～17:00 第1回大学連合会講習会 橿原 大学連 2～3 〔学生〕特別臨時中央審査会 中央道場

9 土 13:00～17:00 中学冬期強化練習会② 橿原 指導部・中体連 23～25 第42回全国高等学校弓道選抜大会 足立区(東京都)

16 土 9:00～17:00 高校冬期強化練習会 橿原 高体連　　

16 土 13:00～17:00 中学冬期強化練習会③ 白橿中 指導部・中体連

17 日 9:00～21:00 令和５年度第３回地連審査（橿原） 橿原

17 日 9:00～21:00 令和５年度第３回地連審査（奈良） 奈良・第二武道場 奈良

23 土 9:00～17:00 高校冬期錬成大会 橿原 高体連

25 月 9:00～17:00 高校冬期錬成大会 橿原 高体連

26 火 9:00～17:00 高校冬期錬成大会 橿原 高体連

27 水 9:00～17:00 高校冬期錬成大会 橿原 高体連

4 木  10:00～ 大和神社弓始式 大和神社 担当役員 14 三十三間堂大的大会　　 京都市(京都府）

6 土 13:00～17:00 中学冬期強化練習会④ 橿原 指導部・中体連 20 近畿連絡会議　 未定(滋賀県)

7 日 9:00～21：00 新年射初会　年間表彰　臨時評議員会 橿原 郡山 28 第10回近畿中学生弓道錬成大会 大阪城(大阪府）

13 土 13:00～17:00 臨時連盟練習会　　的貼り(13～15） 橿原 参加者

14 日 9:00～17:00 県連講習会⑤ 橿原 指導部

27 土 9:00～17:00 橿原神宮奉納射会 橿原 担当役員

28 日 9:00～17:00 橿原神宮奉納射会 橿原 担当役員

28 日 9:00～17:00 県連講習会⑥ 奈良 指導部

3 土 9:00～17:00 高校新人大会兼学年別大会（西部） 橿原 高体連 17～18 中央研修会 中央道場

4 日 9:00～17:00 高校新人大会兼学年別大会（東部） 橿原 高体連 23 近畿教職員弓道大会　　9-17 橿原市(奈良県）

11 日 9:00～21:00 県弓道団体選手権兼全国勤労者大会県予選　　　 橿原 錬弓会 23～25 全国弓道指導者研修会 勝浦市(千葉県)

11 日 18:00～21:00 部長連絡会　 公苑本館１F会議室 事務局

17 土 9:00～17:00 称号者研修会 橿原 参加者

18 日 9:00～21:00 称号者研修会 橿原 参加者　

25 日 9:00～17:00 地連審査講習会（一般・大学・中学）指導部会合　　　　　橿原 指導部

3 日 9:00～17:00 第2回大学連合会講習会 橿原 大学連 〔名古屋〕定期中央審査 名古屋市(愛知県)

3 日 18:00～21:00 理事会　 公苑本館会議室A 事務局 〔東海〕錬士臨時中央審査会 名古屋市(愛知県)

9 土 9:00～17:00 高校審査練習会 橿原・第一（9-17） 高体連 9～10 中央委員研修会 中央道場

16 土 9:00～17:00 県中学校選手権大会 橿原・第二（9-17） 中体連 15～17 〔四国〕臨時中央審査会 松山市(愛媛県)

17 日 9:00～21:00 令和５年度第４回地連審査（橿原） 橿原 20 都道府県対抗全国弓道大会 全国各会場

17 日 9:00～21:00 令和５年度第４回地連審査（奈良） 奈良・第二武道場 奈良 25 〔都城〕特別臨時中央審査会 都城市(宮崎県)

24 日 9:00～21:00 令和５年度第５回地連審査（橿原） 橿原 郡山 31 近畿地域連合審査 　近畿連合会会議 彦根市(滋賀県)

24 日 9:00～21:00 令和５年度第５回地連審査（奈良） 奈良・第二武道場 奈良

27 水 9:00～17:00 高校春期強化練習会　　　 橿原 高体連

28 木 9:00～17:00 高校春期強化練習会　　　 橿原 高体連

29 金 9:00～17:00 高校春期強化練習会　　　 橿原 高体連

30 土 9:00～17:00 高校春期強化練習会　　　 橿原 高体連

十
一
月

十
月

十
二
月

一
月

二
月

三
月

橿原：橿原公苑弓道場、　遠：遠的射場（庭球・フットサル場)、　第一：第一体育館、　第二：第二体育館、　大会：第一体育館大会議室、小会：第一体育館小会議室　公苑：公苑本
館会議室、奈良：奈良市弓道場、  跡地：橿原会館跡地　宿泊：公苑本館宿泊室　陸会B：陸上競技場会議室B　ミ：公苑ミーティングルーム　公苑A・B：公苑本館会議室A・B

3～4

調整中

会場調整中

香芝・生駒・職域 （主管：香芝）

橿原・五條

（主管：橿原）
（オンライン形式）



 

令和５年度 連盟練習会日程 

練習日 
橿原公苑弓道場 橿原公苑遠的射場 

9:00～12:00 13:00～17:00 13:00～17:00 

1 5 月 6 日（土） × ○    ○ 

2 5月 27日（土） ○ ○ 
※9:00～17:00 

  ○ 

3 6月 17日（土） × ○    ○ 

4 9 月 2 日（土） × ○   ○ 

5 1月 13日（土） × ○  × 

※5/27は全日遠的予選予備日です。ただし4/23予選実施の場合は午前の部をキャンセルします。 

※1/13は13時～15時に的貼りの予定です。的貼り後に練習が可能です。 

令和５年度 国体強化練習会日程 

◎強化部主催ですが一般会員の方もご参加下さい。 

練習日 
橿原公苑弓道場 橿原公苑遠的射場 

9:00～12:00 13:00～17:00 9:00～12:00 13:00～17:00 

1 5 月 7 日（土） ○ ○ ○ ○ 

2 5月 20日（土） ○ ○   ○   ○ 

3 5月 21日（日） ○ ○ ○ ○ 

4 6月 24日（土） ○ ○ ○ ○ 

5 7 月 8 日（土） × × ○ ○ 

6 7月 16日（日） ○ ○ ○ ○ 

7 8月 12日（土） ○ ○ ○ ○ 

8 9月 16日（日） ○ ○ ○ ○ 

9 9月 17日（日） ○ ○ ○ ○ 

10 9月 24日（日） × × ○ ○ 

11 10月 7日（日） ○ ○ ○ ○ 

  



 
連盟練習会への参加について 

―近的練習・遠的練習―  

 

 

 連盟練習日が効果をあげられるように、参加される皆さんの理解と協力をお願いします。 

 

１，連盟練習会設定の目的は次のとおりです。 

 （1）国体選手を養成し強化（技術・精神・マナー等）すること。 

 （2）一般会員の強化を図ること。 

（3）道場においての、会員の修練の基本を考え、心構えを身につけること。 

（4）中学生・高校生は、一般会員と練習を共にする機会を通して精神的強化を図ること。 

（5）遠的競技の射法・射技、体配を身につけること。 

 

２，それぞれ目的を異にする人の集まりですから、参加される一人一人が他の参加者のことを考え、

互いに学び合うことによって自らの目標の達成に努めてください。 

 

３，和気
あいあい

藹々の中にも道場全体の雰囲気を損なうことなく、素直な気持ちで見取り稽古に励み、緊張

感を失わず行射してください。 

 

４，連盟練習会では、指導者からの射技指導は、危険を伴うような場面を除いて原則的にはありませ

ん。参加される方は、当日の課題を設定し臨んでください。指導者から指導を希望される方は、

遠慮なく申し出てください。 

 

５，道場の準備・片付けには特に担当者を割り当てていません。参加される方の自主的な協力をお願

いします。 

 

６，参加される皆さんが気持ちよく練習に励み成果があがるように、以下のような心掛けをよろしく

お願いします。 

 

（1）挨拶の励行 

    お互いに顔を合わせたらまず挨拶をしましょう。遅刻・早退の時もはっきりと声を出しまし

ょう。 

 （2）身ぎれいな着装 

弓道衣は丁寧に身に付けましょう。足袋や下掛けの汚れなどにも意を注ぎましょう。 

 （3）用具の手入れ 

弓・矢の手入れはもちろん、中仕掛けや握り皮にも注意しましょう。 

 （4）控えの間での態度 

控えは「澄まし」のための大切な場所です。「控えは射場の内」と考えてください。次に立

つ人がいる場合など、談笑は禁物です。 

 （5）「射込み」のとき 

「射込み」（自由練習）の時間であっても基本的には定められた方法で入退場をします。ま

た、的場に矢取りに立っている人がいるときは待たせないで「お願いします」と発声するこ

とは大切なマナーです。 

 （6）「矢拭き」に際して 

「矢拭き」は矢尻の先まで心を配り、砂を完全にぬぐうまで「丁寧に」心掛けましょう。 



弓道場におけるマナーについて 

 

一般社会においての常識的なことや、少し考えれば判ることもおろそかにされる昨

今、我々弓を学ぶ者として、つねに心に留め置き実践して行きたいものです。 

 

    ○射法、射技の研修     ○礼に即した体配の修練  

    ○射品、射格の向上    ○人間完成の必要     （弓道教本第一巻16ページ参

照）  

 

 １、全体的に 

    ①  道場に来た時、帰る時には、「挨拶」をする 

     ②  初めての道場では、その道場のしきたりを教えてもらい、それに従うこと 

    ③ 『他人への配慮』『思いやり』に気を配ること 

     ④ 道場内での『私語・談笑』は慎むこと 

     ⑤ 道場内での『飲食・喫煙』は、慎むこと 

⑥ 責任を明らかにするために、利用者(団体は代表者)は、その都度備え付けの記録簿に利

用時間(入退館時間)を記載すること 

     ⑦ 火気の始末に特に留意のこと 

    ⑧ 常に研鑚・向上の念を忘れず、至誠を尽くすこと 

     ⑨ 忘れ物をしないように気を付ける 

     ⑩ 真善美の追求、射品・射格の向上に努めましょう 

    

２、礼儀・服装      

    ① 履物は下駄箱に入れる（入らない場合は、出入りの邪魔にならないところに揃えて置

く） 

    ②  道場に入ったとき、出るときに揖をする 

   ③ 『素足厳禁』のこと 

     ④  服装は弓道着、またはスポーツに適したものを着用する 

         （特に、胸に飾りなど無いもの） 

   ⑤ 清潔な身なりを心掛けること 

      ⑥ 『弓がけ』や『胸当て』などは、跪座または正座して、掛け外しをすること 

     ⑦  長幼の序、先輩後輩のけじめ等をわきまえましょう 

      ⑧ 『足を投げ出す』・『弓具を跨ぐ』などは絶対にしないこと 

      ⑨ 『敷居』は踏まないこと 

      ⑩  道場内では常に礼儀をわきまえ、利用者相互に敬譲の念を失わないこと 

   ⑪ 師範席に腰掛けない 

   ⑫ 他人の弓具は、無断で『絶対に触らない』こと 

  



３、準備・後始末・用具の手入れ 

      ①  まず『弓具の準備』をしてから清掃に取り掛かること 

     ② 道場を使用する時と、帰る時には、清掃・片付けをする 

   ③ 道場内はいつも綺麗に、整理整頓、清掃を心がけましょう 

   ④ 自分の弓具を片付けた後、道場の後片付けをすること 

     ⑤ 道場に残った人が少ない時は、後の人の為に後片付けの手助けをして帰ること 

    ⑥ 練習の開始及び終了前には必ず射場と安土の清掃・手入れをすること 

     ⑦ 適宜、矢道・矢取り道の美化に努めること 

   ⑧ 安土は散水を原則とし、砂を丁寧に掃き上げること 

   ⑨ 的張りに積極的に協力すること    

   ⑩ ゴミは各自責任を持って始末すること 

   ⑪ 平素から自分が使用する弓具の手入れを怠らないこと 

   ⑫ 弓具は、『自分の分身』と思い大切に使うこと 

   ⑬  借りた弓具は必ず元の場所に返す 

   ⑭ 公共物は大切に扱うこと 

 

４、練習 

      ① 『弓は飛び道具』であり、常に『危険が伴う』ことを認識すること 

      ②  道場内での『巻わら練習』は、危険も予想されるので、周囲の状況をよく見て行うこと 

   ③  弓道場の弓具はお互いに譲り合って使用する 

      ④  初心者は、『中的』(真ん中の的)を使い、『大前・落的』は避けること 

   ⑤ 原則として行射は一手または四つ矢単位とすること 

   ⑥ 多人数が練習している時は、『一手づつ』練習すること 

   ⑦ 的前に立つようになったら、進んで矢取りに行く 

   ⑧ 矢取りは相互に行うこと 

   ⑨ 矢取りに行くときは、かけをはずして行く 

      ⑩ 矢取りに立つ人がいる場合は待たせないように心掛けること 

   ⑪ 『矢とり』は、『合図と確認』をしてから行うこと 

     ⑫ 矢とりの『矢を抜く時は、真っすぐ抜く』こと 

      ⑬ 『初めての人』は、出来るだけ経験者に教わること 

      ⑭  教えて欲しいときは、『その旨申し出る』こと 

      ⑮  求められた場合以外は、みだりに他の人を指導しないこと 

   ⑯ 『弓道教本』は必ず読むこと 

      ⑰  休憩は見取り稽古に努めること 

     ⑱  教室開始５分前には、服装を整え、練習の準備が出来ているように心掛ける 

 

稽古・・・稽古に当たっては、終始礼法を守り、基本を重視し、技術のみに偏せず、心技体を一体

として修練する。 

 

道場・・・心身鍛練の場であり、規律と礼儀作法を守り、静粛・清潔・安全を旨とし、厳粛な環境の

維持につとめる。 



国体強化の方針について 
 

１、基本的な考え 

 

「弓道の理念に則り、競技規則に従って、連盟としての競技力の向上を目指す」 

すなわち、国体選手としての正しい弓道観の確立、及び、基本に則った射法・射技・体配の修

得を目指す。県連主催の各種講習会に積極的に参加していく。特に、伝達講習会には必ず参加す

ること。 

 強化の最終目標は、単に国体で優勝することや勝つことではなく、個人として、また連盟と

して、いかに努力し、成長してきたかを評価できるようにしていきたい。 

 

２、具体的な方向 

 

  (１)  日々の練習において、弓道競技としての美の追求、チームの美・和を求め、協調の精神

を養う。 

    ３人で組めば、「立ち」というひとつのリズムの中で、自分の力を最大限に発揮する努

力を普段の練習からやっていきたい。                   

 (２) 強化部としては、チーム力、個人の射技・射術の向上に努める。各支部においても矢数

をかけ、射技・射術の向上をはかる。 

 (３) それぞれ、仕事・家庭を持ち、限られた時間でいかに能率よく練習するか。そのために、

お互いに無理のない練習計画を立てる。             

 (４) 具体的な練習日・メニュー等は、選手決定後に決める。 

強化練習日：週１回以上、近的・遠的の練習計画を立て、チームとして立ちを組み、最

低でも四ツ矢１回か２回行う。 

国体成年予選会の翌週から毎週土、日曜日に、国体直前まで練習。 

 

安定した的中を得るためには、毎日弓を引く努力をする。できれば、毎日２０射以上、少な

くとも週に３日は２０射以上、時には週１回位は４０射を目標に練習する。 

 

３、国体監督・選手の心得 

 

国体選手としての自覚と誇りをもつ 

 

     ・節度ある行動を 

     ・伝達、連絡は迅速に 

     ・時間の厳守を 

     ・健康管理に注意 

     ・弓具の取扱いに心を配る 

・事故ある時は責任者にすぐ連絡を（連絡体制の確認） 



 
 
 
 
 

１ 総   則  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



奈 良 県 弓 道 連 盟 規 約 
 

 

昭和２５年 ７月１日制定・施行 

昭和６１年 ４月１日改正 

平成 ２年 ４月１日改正 

平成  ５年 ４月１日改正 

平成１４年 ４月１日改正 

平成１５年 ４月１日改正 

平成１６年 ４月１日改正 

平成２０年 ４月１日改正 

平成２３年 ４月１日改正 

平成２４年 ４月１日改正 

平成２６年 ４月１日改正 

平成２９年 ４月１日改正 

令和 ２年 ４月１日改正 

令和 ２年１０月１日改正 

令和 ３年 ４月１日改正 

令和 ５年 ４月１日改正 

 

 

第 １条 （名 称） 

     本会を奈良県弓道連盟と称する。 

 

第 ２条 （目 的） 

本会は、日本弓道を普及振興し、各自の体位を向上すると共に内外弓道を研究

し、社会人としての親交を高め文化の進展に資することを目的とする。 

 

第 ３条 （事 業） 

     本会は、前条の目的を達するため次の事業を行う。 

      1.弓道の修練  2.他団体との連絡  3.競射会の開催 

      4.斯道の研究  5.段級の審査      6.その他適切と認むる事項 

本会の事業年度は、毎年４月１日に始まり、翌年の３月３１日に終わる。 

 

第 ４条 （事務局及び所在地） 

本会は、事務局及び所在地を総務部長方に置く。 

 

第 ５条 （加盟団体） 

本会は、本連盟の趣旨に賛同する加盟団体によって組織する｡ 

加盟団体は、支部、職域（事業所）、学校を単位とする｡ 

加盟には、理事会の承認を必要とする。 

会員は、加盟団体に所属するものとする。 

 

第 ６条 （会 員） 

本会会員は、弓道に対し熱意を有し修練を希望するもので、正規の手続きによ



り会員として登録された者を以って組織する。 

 

第 ７条 （役 員） 

本会に、次の役員を置く。 

1.顧問・参与・相談役 若干名 2.名誉会長 若干名 3.名誉副会長 若干名

 4.会長 １名  5.副会長 若干名 6.理事長 １名・副理事長 若干名     

 7. 理事 若干名 8.評議員 若干名 9.監事 ２名 

 

第 ８条 （顧問・参与・相談役） 

会長は、弓道功労者又は斯道に関心深き者の中から理事会の議を経て、顧問・

参与及び相談役を委嘱することが出来る。 

 

第 ９条 （名誉会長・名誉副会長・会長・副会長） 

名誉会長、名誉副会長、会長、副会長は評議員会の決議により之を定める。 

会長は、本会を代表し、副会長は、会長を補佐する。 

 

第１０条 （理事長・副理事長） 

理事長は、理事会に於いて互選する。 

理事長は、会長の命により会務を統括する。 

またその補佐のため副理事長を置くことができる。 

 

第１１条 （理 事） 

理事は、支部及び職域（事業所）、学校より推薦された者、及び会長の指名に

よる者を、会長が委嘱する。 

 

第１２条 （評議員） 

評議員は、支部別、職域（事業所別）、学校に推薦された者を会長が委嘱する。 

 

      

第１３条 （監 事） 

監事は、理事会の承認を得、会長之を委嘱する。 

監事は、本会の会計を監査する。 

 

第１４条 （任 期） 

役員の任期は、二ヶ年とする。但し、再任を認める。 

 

第１５条 （会 賓） 

会長は、理事会の議を経て会賓を推薦することが出来る。 

 



第１６条 （評議員会） 

評議員会は、毎年四月、会長之を招集し、主として次の事項を審議し、規約の

改変については、出席者の３分の２以上の賛成を得なければならない。 

但し、臨時に之を開くことができる。 

1.事業の計画 2.予算及び決算 3.規約の改変 4.他連盟への加入及び脱退 

5.その他重要と認むる事項 

理事は、評議員会に出席し、議案の説明、答弁、意見の開陳をする。 

 

第１７条 （理事会） 

理事会は、会長、副会長、理事長・副理事長、理事、監事を以って組織し、必

要に応じて開催し、会務を審議する。 

 

第１８条 （部の設置）  

          本会は、会務を執行するため次の部を設置し、事務を分掌する。 

            

1. 総 務 部 ： 庶務全般に関すること 

他の部に属さない事務に関すること 

2. 財 務 部 ： 財務に関すること 

3. 指 導 部 ： 講習会等に関すること 

4. 審 査 部 ： 審査に関すること 

5. 競 技 部 ： 例会･競技会に関すること 

6. 強 化 部 ： 国体選手強化に関すること 

7. シ ニ ア 部 ： シニア行事全般に関すること 

 

 

第１９条 （経 費） 

本会の経費は、会費、寄付金、その他の収入を以って之にあてる。 

 

第２０条 （会 費） 

会員は、会費として別に定める金額を納入する。但し、分納することができる。 

 

第２１条 （会計年度） 

本会の会計年度は、毎年３月１日に始まり、翌年の２月末日に終わる。 

 

第２２条 （設立年月日） 

本会の設立年月日は、昭和２５年７月１日とする。 

 
 

 

 





奈良県弓道連盟会費に関する規定 
 

奈良県弓道連盟規約第２０条に規定された会費については下記のとおりとする。  

 

１、会費年額 

 

（１）団体登録 

 

中学校 １０,０００円 但し改定分６,０００円は令和２年度から 

３年分割(各年 2,000 円)で引き上げる。 

高等学校 １６,０００円  

 

大学 １６,０００円  

 

 

（２）個人登録 

 

無級・級位受有者 

 

３,０００円 （但し中学、高校生は１,０００円） 

段位受有者 

 

３,０００円 （但し中学、高校生は１,０００円） 

称号受有者 

 

６,０００円  

ただし、１０月以降（後期）に会員として登録された者（一般会員、称号者）につ

いては前項会費の半額を納入する。また、称号昇格者は、昇格時点で  差額を追加  

納入する。  

 

２、全弓連分担金  

  

個人登録者 1名につき、その年度内に公益財団法人全日本弓道連盟が定めた金額を納入する。 

 

３、納入先・納入期限  

郵便振込  口座番号  ：  ０１０００－１－２６９５９  

加入者名  ：  奈  良  県  弓  道  連  盟  

 

会費及び全弓連分担金は、毎年５月末日までに、支部を通じて上記に振込納入すること。 

 

附  則  この規約は、平成１５年４月１日から施行する。  

この規約は、平成２４年４月１日から施行する。  

この規約は、平成２６年４月１日から施行する。  

この規約は、平成３０年４月１日から施行する。  

この規約は、令和  ２年４月１日から施行する。  

この規約は、令和  ４年４月１日から施行する。  

 



奈良県弓道連盟旅費等規定 
 
 

第１条  この規定は、奈良県弓道連盟の事務のため旅行する会員に対して支給する  

旅費等に関し、必要な事項を定める。   
 

第２条  この規定において、旅費等を支給する場合は下記のとおりとする。   
 

１、全日本弓道連盟が主催する地連会長会議、評議員会に出席する場合   

２、近畿連合会の行事に連盟代表として出席する場合   

３、全日本弓道連盟が主催する講習会等の出席や国民体育大会への帯同に   

特に必要と会長が認めて出席する場合  

４、下記の大会について、参加費を支給する。  

但し、県スポーツ協会または所属する団体（学校・事業所等）から支給され

る場合は、この限りではない。  

・国民体育大会  

・全日本男子弓道選手権大会 /全日本女子弓道選手権大会  

・全日本勤労者弓道選手権大会  

・全日本弓道遠的選手権大会 

・全国健康福祉祭弓道交流大会（ねんりんピック） 

・都道府県対抗弓道大会 

・全国高校弓道大会 

・全国高校弓道選抜大会 

・全国中学校弓道大会 
 

 補足：年度内において、上記と同等の大会が開催された場合は、会長の承認を経て支給する。 
 

５、その他、特に会長が必要と認めた場合   
 

第３条  支給する旅費は、下記のとおりとする。  
  

 目的地 京都 大阪 兵庫 滋賀 和歌山 東京 県内 

基準旅費 3,000 2,500 4,000 3,000 6,000 30,000 1,500 

（単位：円） 

  令和２年度に地域加算額を廃止する。  

・これ以外の目的地については、一番経済的な交通機関の運賃を基礎として算定する。  
 
 

附  則   この規約は、昭和６０年４月１日から施行する。   

この規約は、昭和６２年４月１日から施行する。   

この規約は、平成  ６年４月１日から施行する。   

この規約は、平成２２年３月１日から施行する。   

この規約は、平成２３年３月１日から施行する。   

この規約は、平成２８年４月１０日から施行する。   

この規約は、平成２９年４月 1日から施行する。   

この規約は、令和  ２年４月１日から施行する。  

この規約は、令和  ４年４月１日から施行する。  

  



通信連絡費に関する規定 
 

第１条  この規定は、奈良県弓道連盟の事務のため支出する通信連絡費に関し、  

必要な事項を定める。  

 

第２条  通信連絡費は、下記のとおりとする。  

 

１、郵送料  

２、電話料  

３、その他、特に会計が認めた運送料等  

 

第３条  電話料等として、下記により年額支給する。  

 

１、  会  長  5,000 円  

２、  理  事  長  5,000 円  

３、  副理事長  2,400 円  

４、  総務部長（事務局）  2,400 円  

５、  各部長  (但し、財務部長除く ) 2,400 円  

６、  地連審査受付担当者  4,000 円  

７、事務局通信運営管理費  120,000 円  

 

第４条  前条の者以外で支出した場合、領収書等支出が明らかになる書類でもって   

    会計に請求することができる。  

 

付  則  この規定は、昭和６３年４月１日から施行する。  

一部改正、平成  ２年４月１日から施行する。  

一部改正、平成２２年３月１日から施行する。  

一部改正、平成２４年３月１日から施行する。  

一部改正、平成２８年４月１０日から施行する。  

一部改正、令和  ２年４月１日から施行する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



慶 弔 規 定 
 

本規定は、奈良県弓道連盟の会員に対し、下記により支出する。   

なお、会員とは、正規の手続をもって登録された者をいう。  

  

１、慶  事   

 

(1) 錬士昇格  ：  白羽矢１手   

(2) 範士昇格  ：  記念品として理事会で決定する   

 

２、弔  事・見  舞  い   

 

(1) 近畿地域府県会長、範士並びに特に会長が認めた場合   

 

３、そ  の  他   

 

下記の大会に参加する場合、激励金を支出する。   

(1) 国民体育大会  : 1 ﾁｰﾑにつき  １０ ,０００円   

(2) 全日本男子弓道選手権大会 /全日本女子弓道選手権大会 :1 人  ３０ ,０００円   

(3) 全日本遠的選手権大会  ：  1 人  ３０ ,０００円   

(4) 全国高校総合体育大会  ：  1 ﾁｰﾑにつき  １０ ,０００円   

(5) 全国高校弓道選抜大会  ：  1 ﾁｰﾑにつき  １０ ,０００円   

(6) 全国勤労者弓道選手権大会  ：  1 ﾁｰﾑにつき  １０ ,０００円   

(7) 全国健康福祉祭（ねんりんピック）  ：  1 ﾁｰﾑにつき  １０ ,０００円   

(8) 全国中学校弓道大会  ：  1 ﾁｰﾑにつき  １０ ,０００円   

(9) 都道府県対抗弓道大会  ：  1 ﾁｰﾑにつき  １０ ,０００円   

(10)その他特に会長が認めた場合  ：  金額については協議する   

補足  : 上記 (2)(3)の激励金につき、開催地が東京以外の場合は相当の交通費を勘案

し金額を別途協議する。   

 

附則：この規定は平成６年４月１日から施行する。   

一部改正、平成１５年４月１日から施行する。   

一部改正、平成１６年４月１日から施行する。   

一部改正、平成２２年３月１日から施行する。   

一部改正、平成２８年４月１０日から施行する。   

一部改正、平成２９年４月 1 日から施行する。  

一部改正、令和  ２年４月１日から施行する。  

 

 
  



表 彰 規 定 
 

 本規定は、奈良県弓道連盟の会員に対し、下記により支出する。 

 なお、会員とは、年度当初に登録された者をいう。 

 

１、下記の大会に参加し、大会に定める成績に入賞した場合、表彰する。 

  (1) 国民体育大会 

  (2) 全日本男子弓道選手権大会、全日本女子弓道選手権大会 

  (3) 全日本遠的選手権大会 

  (4) 全日本弓道大会（５月大会） 

  (5) 全国高校総合体育大会       

  (6) 全国高校弓道選抜大会       

  (7) 全国勤労者弓道選手権大会   

  (8) 全国中学校弓道大会         

(9）都道府県対抗弓道大会 

  (10)その他特に会長が認めた場合 

 

２、表彰の年度は、１月に始まり１２月の１年間とする。 

 

３、表彰の対象者には、記念品を贈呈する。                       

 

 

 

 

 

附則：この規定は平成７年４月１日から施行する。 

一部改正、平成１５年４月１日から施行する。 

一部改正、平成１６年４月１日から施行する。 

一部改正、平成２３年４月１日から施行する。 

一部改正、平成２９年４月１日から施行する。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 役員及び業務の分担  

 

 

 

 

 

 

 

  







 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
３ 奈良県弓道連盟の構成 

  



奈良県弓道連盟  構成団体・道場・練習時間（大学連・高体連・中体連を除く） 

支部 団体 
代表者 

道場名 練習日 

奈良支部 奈良市弓道協会 明瀬憲正 奈良市弓道場 
木  18:00～21:00 

火･土 13:00～17:00 

生駒支部 生駒弓道協会 早山和子 滝寺弓道練習場 

木  9:00～13:00 

土  9:00～12:00(教室) 

13:00～17:00 

日  9:00～17:00 

雨天時は要確認  

布目支部 布目弓道クラブ 𠮷本清巳 布目弓道場英明館 
火18:00～21:00 

金17:00～21:00 

石打支部 石打西浦道場 西浦範光 石打西浦道場 月    18:30～ 21:30 

郡山支部 大和郡山市弓道協会 須田三郎 
大和郡山市立 

武道場弓道場 

月   17:00～21:00 

木･土 12:00～21:00 

天理支部 天理支部 久保善宣 天理大学弓道場 水･土  18:00～21:00 

香芝支部 蒼穹会 土谷尚敬 

香芝中学校弓道場 火･土  19:00～21:00 

奈良学園弓道場 土   15:00～18:00 

橿原支部 橿原市弓道協会 阪中計夫 

橿原公苑弓道場 
水      9:00～12:00 

金・土 18:00～21:00 

橿原中学校弓道場 月･木･土19:00～21:00 

白橿中学校弓道場 
水 19:00～21:00 

火・日・祝は不定期  

五條支部 五條弓友会 西中 正 五條大畑道場 火･土  19:00～23:00 

錬弓会支部 錬弓会 竹村邦夫 橿原公苑弓道場 金  9:00～12:00 

職域  

（事業所） 

シャープ弓道部 工藤裕章 布目弓道場英明館 土  9:00～17：00 

東洋スクリーン 

工業弓道部 
前角 博   

関西電力弓道部 長濱正伸   

奈良県教職員弓道連盟 土谷尚敬  
 

蒼医会 大﨑 徹  

 

事 務 局：藤岡 順  〒639-1056 奈良県大和郡山市泉原町 6361番地 2  ☎090-8380-0630  

E-mail:jimukyoku@narakyudo.jp 

奈良県弓道連盟  naraken@kyudo.jp 

理 事 長：阪中 計夫  〒634-0821 奈良県橿原市西池尻町 179-1        ☎090-8233-7884   

E-mail:rijicho@narakyudo.jp 

   

mailto:naraken@kyudo.jp


   

団体名 
E-mail連絡担当者・アドレス ホームページ連絡担当者 

奈良市弓道協会 
明瀬 憲正 

narasi.kyudou@kcn.jp 
栗栖 久夫 

ku7476@js3.so-net.ne.jp 

生駒弓道協会 
平野 秀和 

chevytruck833@yahoo.ne.jp 

鈴木 規央 

Interhigh34@yahoo.co.jp 

布目弓道クラブ 
井戸上 博一 

hi_idoue@kcn.jp 

井戸上 博一 

hi_idoue@kcn.jp 

石打西浦道場 
西浦 範光 

ma54au26ml@kcn.jp 

西浦 範光 

ma54au26ml@kcn.jp 

大和郡山市弓道協会 
大西 洋亮 

yamatokoriyama-kyudo@googlegroups.com 

笹山 智仁 

tomozoog@gmail.com 

天理支部 
久保 善宣 

kuboyoshinobu117@gmail.com 

久保 善宣 

kuboyoshinobu117@gmail.com 

蒼穹会 
土谷 尚敬 

h2tsuchiya@yahoo.co.jp 

土谷 尚敬 

h2tsuchiya@yahoo.co.jp 

橿原市弓道協会 
原田 祐介 

yhrd17@hotmail.com 

前川 なつき 

jib-yggdrarill_atols_desire@ezweb.ne.jp 

五條弓友会 
新子 修平 

a557188gojo@yahoo.co.jp 

新子 修平 

a557188gojo@yahoo.co.jp 

錬弓会 
腰越 和雄 

chunta.wa9@gmail.com 

腰越 和雄 

chunta.wa9@gmail.com 

シャープ弓道部 
菅沼 利人 

suganumarihito@gmail.com 

菅沼 利人 

suganumarihito@gmail.com 

東洋スクリーン工業 

弓道部 

前角 博 

shintoumekkaku.p@ezweb.ne.jp 

前角 博 

shintoumekkaku.p@ezweb.ne.jp 

関西電力弓道部 
長濱 正伸 

allex_hama@nike.eonet.ne.jp 

長濱 正伸 

allex_hama@nike.eonet.ne.jp 

奈良県教職員弓道連盟 
土谷 尚敬 

h2tsuchiya@yahoo.co.jp 

土谷 尚敬 

h2tsuchiya@yahoo.co.jp 

蒼医会 
大﨑  徹 

otoru77@gmail.com 

大﨑  徹 

otoru77@gmail.com 

支部 E-mail 連絡担当者・ホームページ連絡担当者 

mailto:tomozoog@gmail.com
mailto:yhrd17@hotmail.com
mailto:jib-yggdrarill_atols_desire@ezweb.ne.jp
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